
 

教育職員となるためには，教育職員免許法（以下「免許法」という。）及び教育職員免許法施行規

則に定められている所定の単位を修得し，希望する教科の免許状を取得する必要があります。

本学部で取得できる教育職員免許状は，薬科学科において取得できる「高等学校教諭一種免許状

（理科）」のみとなります。その取得要件等は次のとおりです。

１１．．免免許許状状取取得得要要件件 

備考：薬学部では「大学が独自に設定する科目」として必要な 12 単位は「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の

基礎的理解に関する科目」「道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目」「教育実践に

関する科目」において修得することを必要とする最低単位数を超えて修得した単位をもってあてることになります。

２２．．高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（理理科科））取取得得ののたためめのの必必要要単単位位一一覧覧表表（（薬薬科科学学科科）） 

◎◎各各科科目目のの開開設設セセメメススタターー等等はは年年度度にによよりり変変更更さされれるる場場合合ががああるるののでで，，各各年年度度始始めめにに「「ももみみじじ」」等等にに

よよりり必必ずず確確認認ししててくくだだささいい。。 

((１１)) 教教育育職職員員免免許許法法施施行行規規則則第第６６６６条条のの６６にに定定めめるる科科目目 
免許法施行規則に

定 め る 科 目 区 分
該 当 授 業 科 目

開 設

セメスター

必 要

単位数
備   考

日本国憲法 日本国憲法 (2)

1～2

２ 必修

体   育

健康スポーツ科学 (2)
スポーツ実習 A (1)
スポーツ実習 B (1)

２
これら３科目より

２単位選択必修

外国語コミュニケーション

コミュニケーションⅠＡ (1)
コミュニケーションⅠＢ (1)
コミュニケーションⅡＡ (1)
コミュニケーションⅡＢ (1)

２
これら４科目より

２科目選択必修

数理、デー

タ活用及び

人工知能に

関する科目

又は情報機

器の操作

数理、データ活

用及び人工知能に

関する科目

情報・データ科学入門 (2)

２
これら２科目より

１科目選択必修

情報機器の操作 コンピュータ・プログラミング (2)

合  計 ８

注：（ ）の数字は単位数を示します。

所 要 資 格
基 礎

資 格

大学において修得することを

必 要 と す る 最 低 単 位 数

免許状の種類
教科及び教科の

指導法に関する科目

教育の基礎的理解に

関する科目

道徳，総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導，

教育相談等に関する科目

教育実践に

関する科目

大学が独自に

設定する科目
計

高等学校教諭

一種免許状

学士の学位を

有すること
２４ １０ ８ ５ １２ ５９

教育職員免許状の取得についてについて 

─ 教職 1  ─



((３３))  教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目  
    道道徳徳，，総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等のの指指導導法法及及びび生生徒徒指指導導，，教教育育相相談談等等にに関関すするる科科目目  
    教教育育実実践践にに関関すするる科科目目  

※開設セメスターについては変更となる可能性がありますので，受講年度にシラバス等により確認をしてください。  

科 目 区 分 
該当授業科目 

(○は免許状取得のための必修科目） 
開 設 
セメスター 

最 低
修 得
単位数 

備   考 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

教育の理念並びに教育に関す

る歴史及び思想 
○教育の思想と原理 

3 
（集中） 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２５単位を超えて

修得した単位は， 
「大学が独自に設

定する科目」に充

当することができ

る。 
 
 
 
 
 

 

教職の意義及び教員の役割・職

務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 
○教職入門 

3 
（集中） 

２ 

教育に関する社会的，制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を

含む。） 

○教育と社会・制度 
3 

（集中） 
２ 

幼児，児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程 
○児童・青年期発達論 

3 
（集中） 

２ 

特別の支援を必要とする幼児，

児童及び生徒に対する理解 
〇特別支援教育 

5 
（集中） 

１ 

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 
○教育課程論 

3 
（集中） 

２ 

道徳，総合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒指導，教

育相談等に

関する科目 

総合的な学習の時間の指導法 
〇総合的な学習の時間の

指導法 
6 

（集中） 
１ 

特別活動の指導法 ○特別活動指導法 
3 

（集中） 
２ 

教育の方法及び技術（情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法を含む。） 

○教育方法・技術論及び

情報活用教育論 
3 

（集中） 
２ 

生徒指導の理論及び方法 ○生徒・進路指導論 
3 

（集中） 
２ 

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 
○教育相談 

3 
（集中） 

２ 

教育実践に

関する科目 

教育実習 
○教育実習指導Ｃ 6 １ 

○中・高等学校教育実習Ⅱ 7 ２ 

教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） 8 ２ 

合  計 ２５  

  
  
  

((２２)) 教教科科及及びび教教科科のの指指導導法法にに関関すするる科科目目 
※開設セメスターについては変更となる可能性がありますので，受講年度にシラバス等により確認をしてください。  

科 目 区 分
該 当 授 業 科 目

（○は免許状取得のための必修科目）

開 設

セメスター

最 低
修 得
単位数

備   考

教 
 

科 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

専 
 

門 
 

的 
 

事 
 

項

物理学

○一般化学

○薬品物理化学

放射化学・放射線保健学

1

3

3

４

２４単位を超えて

修得した単位は，

「大学が独自に設

定する科目」に充

当することができ

る。

化学

○有機化学ⅠＡ

○有機化学ⅠＢ

○有機化学ⅡＡ

○有機化学ⅡＢ

有機化学Ⅲ

有機化学Ⅳ

○天然物薬品構造化学

生物物理化学

医薬品有機化学

1

1

2

2

3

4

3

5

5

６

生物学

○生化学Ⅰ

○生化学Ⅱ

生化学Ⅲ

生化学Ⅳ

生化学Ⅴ

生化学Ⅵ

○衛生薬学Ⅰ

○細胞生物学

生理化学

微生物学

遺伝子工学

臨床薬物治療学Ａ

2

2

3

3

4

4

3

6

5

4

6

7

８

地学
○地球惑星科学概説Ａ

○地球惑星科学概説Ｂ

1

2
４

物理学実験，化学実験，

生物学実験，地学実験

○物理化学実習

有機化学実習

細胞分子生物学実習

○生物化学実習

4

4

4

4

２

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。）

○自然システム（理科）教育法Ⅰ

○自然システム（理科）教育法Ⅱ

自然システム（理科）教育実践論

理科カリキュラム論

理科授業プランニング論

理科教材プランニング論

3

4

5（集中）

3

4

5

４

合  計 ２８

理学部開設科目

─ 教職 2  ─



((３３))  教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目  
    道道徳徳，，総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等のの指指導導法法及及びび生生徒徒指指導導，，教教育育相相談談等等にに関関すするる科科目目  
    教教育育実実践践にに関関すするる科科目目  

※開設セメスターについては変更となる可能性がありますので，受講年度にシラバス等により確認をしてください。  

科 目 区 分 
該当授業科目 

(○は免許状取得のための必修科目） 
開 設 
セメスター 

最 低
修 得
単位数 

備   考 

教育の基礎

的理解に関

する科目 

教育の理念並びに教育に関す

る歴史及び思想 
○教育の思想と原理 

3 
（集中） 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２５単位を超えて

修得した単位は， 
「大学が独自に設

定する科目」に充

当することができ

る。 
 
 
 
 
 

 

教職の意義及び教員の役割・職

務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 
○教職入門 

3 
（集中） 

２ 

教育に関する社会的，制度的又

は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を

含む。） 

○教育と社会・制度 
3 

（集中） 
２ 

幼児，児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程 
○児童・青年期発達論 

3 
（集中） 

２ 

特別の支援を必要とする幼児，

児童及び生徒に対する理解 
〇特別支援教育 

5 
（集中） 

１ 

教育課程の意義及び編成の方

法（カリキュラム・マネジメン

トを含む。） 
○教育課程論 

3 
（集中） 

２ 

道徳，総合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒指導，教

育相談等に

関する科目 

総合的な学習の時間の指導法 
〇総合的な学習の時間の

指導法 
6 

（集中） 
１ 

特別活動の指導法 ○特別活動指導法 
3 

（集中） 
２ 

教育の方法及び技術（情報通信

技術を活用した教育の理論及

び方法を含む。） 

○教育方法・技術論及び

情報活用教育論 
3 

（集中） 
２ 

生徒指導の理論及び方法 ○生徒・進路指導論 
3 

（集中） 
２ 

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法 
○教育相談 

3 
（集中） 

２ 

教育実践に

関する科目 

教育実習 
○教育実習指導Ｃ 6 １ 

○中・高等学校教育実習Ⅱ 7 ２ 

教職実践演習 ○教職実践演習（中・高） 8 ２ 

合  計 ２５  

  
  
  

((２２))  教教科科及及びび教教科科のの指指導導法法にに関関すするる科科目目  
※開設セメスターについては変更となる可能性がありますので，受講年度にシラバス等により確認をしてください。   

科 目 区 分 
該 当 授 業 科 目  

（○は免許状取得のための必修科目） 
開 設 
セメスター 

最 低
修 得
単位数 

備   考 

教 
 

科 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

専 
 

門 
 

的 
 

事 
 

項 

物理学 

○一般化学 

○薬品物理化学 

放射化学・放射線保健学 

1 

3 

3 

４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２４単位を超えて

修得した単位は， 
「大学が独自に設

定する科目」に充

当することができ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

化学 

○有機化学ⅠＡ 

○有機化学ⅠＢ 

○有機化学ⅡＡ 

○有機化学ⅡＢ 

有機化学Ⅲ 

有機化学Ⅳ 

○天然物薬品構造化学 

生物物理化学 

医薬品有機化学 

1 

1 

2 

2 

3 

4 

3 

5 

5 

６ 

生物学 

○生化学Ⅰ 

○生化学Ⅱ 

生化学Ⅲ 

生化学Ⅳ 

生化学Ⅴ 

生化学Ⅵ 

○衛生薬学Ⅰ 

○細胞生物学 

生理化学 

微生物学 

遺伝子工学 

臨床薬物治療学Ａ 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

3 

6 

5 

4 

6 

7 

８ 

地学 
○地球惑星科学概説Ａ  

○地球惑星科学概説Ｂ  

1 

2 
４ 

物理学実験，化学実験， 

生物学実験，地学実験 

○物理化学実習 

有機化学実習 

細胞分子生物学実習 

○生物化学実習 

4 

4 

4 

4 

２ 

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 

○自然システム（理科）教育法Ⅰ 

○自然システム（理科）教育法Ⅱ 

自然システム（理科）教育実践論 

理科カリキュラム論 

理科授業プランニング論 

理科教材プランニング論 

3 

4 

5（集中） 

3 

4 

5 

４ 

合  計 ２８  

  

理学部開設科目 

─ 教職 3  ─



【教科及び教科の指導法に関する科目】 
「教科に関する専門的事項」10単位及び「各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を  

含む。）」4 単位 合計 14単位以上 

 
【教育の基礎的理解に関する科目】及び 
【道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目】 

教育の思想と原理，教職入門，教育と社会・制度，児童・青年期発達論， 

特別支援教育，教育課程論，総合的な学習の時間の指導法，特別活動指導法， 

教育方法・技術論及び情報活用教育論，生徒・進路指導論のうち 14単位以上 

 
((３３))  教教職職実実践践演演習習履履修修要要領領  
    教職実践演習（中・高）８セメスターを履修するためには，原則として７セメスター終了時点

で教育実習（本実習）の単位を修得していること。 
ただし，教職実践演習を受講するセメスターまでに，教育実習の単位を修得できない場合は，

同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであることを条件に，履修を認める。教育実習の単

位を修得できなかった場合は，教職実践演習の履修を中止とし単位を認めない。 

 

 
 

((４４))  免免許許状状授授与与のの申申請請手手続続ににつついいてて  
    卒業予定者で免許状の授与を申請する者は，薬学部学生支援グループで一括申請するので，次

に掲げる書類等を期限までに提出してください。 
  なお，書類等の提出が遅れた者または卒業後に免許状の授与を申請する者は個人で各都道府県 
 教育委員会へ申請する必要があります。 
 
  １．教育職員免許状授与申請書   所定の用紙 
  ２．学力に関する証明書      学生支援グループで作成します。 
 
 
  提出期日は，１０～１１月頃を予定していますが，変更される場合もあるので，「Ｍy もみじ」

の掲示等で必ず確認してください。 
  なお，学部卒業後に免許の授与を申請するものは，個人で各都道府県教育委員会へ提出してく

ださい。 
 
 
 
 
 

☆教職実践演習では，「教員免許ポートフォリオ」が重要な役割を果たします。評価材一覧に沿 

って，セメスターごとに評価材を蓄積し，決められた時期に「自己振り返り」を行い，「教員 

によるレベル判定」を受けること。（次ページ参照）                                   

３３．．そそのの他他（（教教育育実実習習，，免免許許状状授授与与のの申申請請手手続続））  
  

教教育育実実習習履履修修要要領領  

  
((１１))  教教育育実実習習科科目目のの履履修修対対象象者者等等  

  
教教育育実実習習科科目目はは出出席席，，遅遅刻刻，，学学習習態態度度，，レレポポーートト提提出出ななどどがが厳厳格格にに評評価価さされれるる点点にに十十分分留留意意ししてて

おおくくこことと。。  

  
(ア) 教育実習指導（事前指導） 

授 業 科 目 開設期 単位 対 象 学 生 授 業 内 容 

教育実習指導Ｃ 6 1 高等学校教諭免許状取得希望者 講義及び演習 

 
(イ) 教育実習（本実習） 

授 業 科 目 開設期 単位 対 象 学 生 実 習 施 設 

中・高等学校教育実習Ⅱ 7 2 高等学校教諭免許状取得希望者 附属の中学校・高等学校 

 
 

((２２))  教教育育実実習習科科目目受受講講条条件件・・資資格格（高等学校教諭免許状（理科）を取得する場合） 
  

(ア)   教育実習指導（事前指導）「教育実習指導Ｃ」 
受講条件は特になし。ただし，履修登録には手続が必要（自分では登録できない）。 

教育実習指導Ｃ 
受講前年度 1 月下旬頃開催の説明会に出席し，調査票を提出

すること。 
 

(イ) 教育実習（本実習）受講資格「中・高等学校教育実習Ⅱ（2 単位）」 

 

次の受講資格を満たすこと。また，実習前年度 1 月下旬頃開催の説明会に出席し，調査票を 

提出すること。 

① 教育実習指導Ｃの単位を修得していること。 
② 3 年生後期終了時点で高等学校教諭一種免許状取得に必要な科目のうち，次の単位を修

得していること 
 

★ 教育実習（事前指導含む）は，事前の説明会，オリエンテーション等に出席しておかなけれ

ば受講できません。（最初の説明会は，受講前年度の 1 月に例年実施されます。） 
★ 説明会，オリエンテーション，実習のすべてにおいて，無断の遅刻・欠席等は認められませ

ん（即実習停止もあり得ます）。やむを得ない理由がある場合は，必ず事前に教育学部学生支援

室に連絡すること。 
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【教科及び教科の指導法に関する科目】 
「教科に関する専門的事項」10単位及び「各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を  

含む。）」4 単位 合計 14単位以上 

 
【教育の基礎的理解に関する科目】及び 
【道徳，総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導，教育相談等に関する科目】 

教育の思想と原理，教職入門，教育と社会・制度，児童・青年期発達論， 

特別支援教育，教育課程論，総合的な学習の時間の指導法，特別活動指導法， 

教育方法・技術論及び情報活用教育論，生徒・進路指導論のうち 14単位以上 

 
((３３))  教教職職実実践践演演習習履履修修要要領領  
    教職実践演習（中・高）８セメスターを履修するためには，原則として７セメスター終了時点

で教育実習（本実習）の単位を修得していること。 
ただし，教職実践演習を受講するセメスターまでに，教育実習の単位を修得できない場合は，

同セメスターで教育実習の単位を修得見込みであることを条件に，履修を認める。教育実習の単

位を修得できなかった場合は，教職実践演習の履修を中止とし単位を認めない。 

 

 
 

((４４))  免免許許状状授授与与のの申申請請手手続続ににつついいてて  
    卒業予定者で免許状の授与を申請する者は，薬学部学生支援グループで一括申請するので，次

に掲げる書類等を期限までに提出してください。 
  なお，書類等の提出が遅れた者または卒業後に免許状の授与を申請する者は個人で各都道府県 
 教育委員会へ申請する必要があります。 
 
  １．教育職員免許状授与申請書   所定の用紙 
  ２．学力に関する証明書      学生支援グループで作成します。 
 
 
  提出期日は，１０～１１月頃を予定していますが，変更される場合もあるので，「Ｍy もみじ」

の掲示等で必ず確認してください。 
  なお，学部卒業後に免許の授与を申請するものは，個人で各都道府県教育委員会へ提出してく

ださい。 
 
 
 
 
 

☆教職実践演習では，「教員免許ポートフォリオ」が重要な役割を果たします。評価材一覧に沿 

って，セメスターごとに評価材を蓄積し，決められた時期に「自己振り返り」を行い，「教員 

によるレベル判定」を受けること。（次ページ参照）                                   
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（（１１））諸諸手手続続等等ににつついいてて  

  
＜＜諸諸願願・・届届のの手手続続ききににつついいてて＞＞  

   次の各項目については，前もって所定の様式による手続き（病気による場合は，医師の診断

書添付）をしなければなりません。これらは，期日をさかのぼって願い出ることができないの

で，特に注意してください。届出用紙については，「My もみじ」に掲示しているものもあり

ますので，確認してください。 
 

①① 履履修修手手続続  
    授業をうけるためには，毎学期始めに学内外のパソコンを利用してオンラインによる履修

登録を行わなければなりません。登録期間等について「My もみじ」の掲示などでお知らせ

しますので，注意してください。 
    なお，身体に障害があり授業をうけるために特別な措置を必要とする場合は，学生支援窓

口（学生支援グループ）で履修の仕方について相談してください。 
 

②② 休休  学学  願願  
「病気やその他やむを得ない理由」により３ヶ月以上就学できない者は，休学することが 

できます。この場合，本人の自署及び父母等の連署のうえ，各自の指導教員あるいはチュー

ター等に了承（了承印または署名）を得て，休学願を提出し学部長の許可を得なければなり

ません。休学はその時期によっては，修業年限，授業料及び奨学金等に関連があるので，早

めに願い出るよう留意してください。 
    「病気」による場合は，医師の診断書の提出が必要です。 

「やむを得ない理由」とは，次の事例等のみが該当します。 
・授業料支払い義務者が失業，死亡等又は風水害等に被災し，入学当初と状況が違い授業

料等の支払が困難となった場合。 
なお，単位修得の都合等による安易な休学は認められませんので，特に注意してください。 
 

③③ 復復  学学  願願  
休学期間中であっても就学が可能な状況になれば，所定の手続きを行い，許可を得て復学 

することができます。この際には休学の理由が解消されたことを示す証明書（病気の場合は

医師の診断書）を添付のうえ，復学願を提出してください。 
なお，月の途中で復学した場合は，その月の授業料は納めなければなりません。 
 

④④ 欠欠  席席  届届  
病気その他の理由により授業を欠席する場合は，欠席届を提出して授業の担当教員の承認 

を得なければなりません。なお，病気等の理由による場合は，医師の診断書又は領収書を添

付してください。 
 

⑤⑤ 退退  学学  願願  
退学を希望する場合は退学願を提出して，学長の許可を受けなければなりません。この場 

合授業料その他の納入すべき金額が完納されてないと退学は許可されず，除籍になりますの

で注意してください。 
 
 

１１２２ 教教職職実実践践演演習習及及びび教教員員免免許許ポポーートトフフォォリリオオににつついいてて

＜＜教教職職実実践践演演習習ににつついいてて＞＞ 

「教育職員免許法施行規則」の一部改正により，平成 22 年度入学生から「教職実践演習」（4 年生

後期の授業）を開設しています。この授業は，教員として必要な知識技能などを習得していること

を確認する授業です。そのため，そうした知識技能などの習得状況を示すための証拠や振り返るた

めの資料を残しておく必要があり，文部科学省は，“履修カルテ”を作成することを求めています。こ

の“履修カルテ”に対応するものを，広島大学では『教員免許ポートフォリオ』と呼んでいます。

＜＜教教員員免免許許ポポーートトフフォォリリオオににつついいてて＞＞ 
教員免許ポートフォリオには，教員として必要な知識技能などを習得していることを示す証拠や資

料を，広島大学教員養成スタンダードの各規準に対応させて蓄積します。蓄積した証拠や資料は振

り返りや教職実践演習の際に活用するほか，適切な時期に教員によって各規準の評価材として利用

され，到達レベルが判定されます。

＜＜教教職職実実践践演演習習ままででのの流流れれ＞＞ 
教職実践演習は，教員免許状を取得する際の必修科目です。教職実践演習を履修する場合，教員

免許状の取得を希望する校種・教科のうち，主免許状として教育実習を受講する校種・教科に応じ

て，指定された証拠・資料を教員免許ポートフォリオに蓄積していく必要があります。校種・教科に

よっては１セメスターから蓄積しなければならない証拠・資料もあります。教員免許状の取得を希望す

る人は，授業内での指示や「Myもみじ」等の連絡を見落とさないよう注意し，いつ，何をする必要があ

るのかを把握するよう努めてください。分からないことがあれば，チューター，または下記の問い合

わせ先まで連絡してください。

【【例例】】教教職職実実践践演演習習（（中中・・高高））をを履履修修すするるままででのの流流れれ図図 

 

問問いい合合わわせせ先先 

問い合わせ内容 担当窓口 電話番号 E-mail アドレス

教職実践演習に関

すること

教育学系総括支援室

（学士課程担当）
082-424-6725 kyoiku-gakusi@office.hiroshima-u.ac.jp

教員免許ポートフォ

リオに関すること

教育推進グループ

（教員免許ポートフォリオ担当）
082-424-4683 e-port@office.hiroshima-u.ac.jp
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